
罪人となられたイェシュア
    箴 言 に 啓 示 さ れ た ” イ ェ シ ュ ア ”   

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聖書は【新改訳 2017】から引用しています。

 ベレーシート 

「わが神、わが神、どうしてわたしをお見捨てになったのですか」(マルコ 15：34) イェシュアは十字架

上でこう叫ばれました。「闇が全地をおおい、午後三時まで続いた」(マルコ 15：33) と書かれています。

神がモーセを通してエジプトに災いを下したとき、エジプト全土に三日間、暗闇が襲ったように、

闇は神の裁き、神の呪いの象徴です。

当時のユダヤ人の処刑方法が「石打ち」であったにもかかわらず、イェシュアはローマ帝国への

反逆のかどで訴えられ、激しい鞭打ちの後で、残忍な十字架刑に処せられたのです。

「木にかけられた者は神にのろわれた者だからである。 」(申命記 21：23) と記されているように、

この時、十字架につけられたイェシュアの上に、神の呪いが下されたのでした。
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神の独り子であり、人となって父の元から来られたイェシュアは、生まれた時から御霊に満たされ、

常に父との親しい交わりの中を歩まれました。

しかし、この時イェシュアはすべての人の罪をその身に負って、罪人と等しくなられたのです。

それゆえ、イェシュアは父に見捨てられ父から呪われて、もはや神を父と呼ぶことすら出来ませんでした。

「まことに、彼は私たちの病を負い、私たちの痛みを担った」 イザヤ 53：4

イェシュアは私たちの背きの罪のために刺され、私たちの咎のために砕かれました。

神は、私たちのすべての咎を彼に負わせたのです。

「彼は痛めつけられ、苦しんだ。だが、口を開かない。屠り場に引かれて行く羊のように、

   毛を刈る者の前で黙っている雌羊のように、彼は口を開かない。」 イザヤ 53：7

彼は御民イスラエルの背きのゆえに打たれ、生ける者の地から絶たれました。

イェシュアは、十字架の苦しみという父の御心に無言で従われ、全き従順を貫かれたのです。
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 私たち人間の罪をその身に負ったイェシュアは、自ら苦難の道を進んで行かれました。

捕縛され、苦しみを受け、不当な裁判によって十字架につけられて、よみへと下って行かれます。

しかし、よみという死の腹の中に閉じ込められたイェシュアは、３日目に死を打ち破って復活し、復活の

初穂となって、ご自分を信じるすべての者を、新しいいのちに甦えらせてくださいます。

キリストを信じ、キリストと一つとされた者は、キリストとともに葬られ、キリストとともに復活する

ことになるのです。

箴言の中に、イェシュアの「受難と死と復活」が証しされています。

　　  【新改訳 2017】箴言７章 6-23

　　　6 私が家の窓から、格子窓から見下ろして、

         7 浅はかな者たちを見ていると、若者たちのうちに、

            良識のない一人の若い者がいるのに気づいた。

　　　8 彼は、女の家への曲がり角近くの街路を通って、その家に至る道を進んで行った。

　　　9 それは、たそがれの、日の沈むころ、夜と暗闇の始まるころだった。

　　　10 すると、遊女の装いをして、本心を隠したある女が彼を迎えた。
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         11 この女は騒がしく、頑なで、その足は自分の家にとどまらず、

　　　12 あるときは通りに、あるときは広場にいて、あちこちの角のところで待ち構えていた。　　　

　　　13 この女は彼を捕まえて口づけし、臆面もなく彼に言う。

　　　14 「交わりのいけにえを献げなければならないので、私は今日、自分の誓願を果たしました。　  

         15 それで私はあなたに会いに出て来ました。あなたを捜し求めて、やっと見つけました。　　　

         16 私は長椅子に敷き物を、あや織りのエジプトの亜麻布を敷き、

　　　17 寝床を没薬、アロエ、シナモンで香らせました。

　　　18 さあ、私たちは朝まで愛に酔いしれ、愛の喜びを互いに味わいましょう。

         19 夫は遠くへ旅に出ていて、家にはいませんから。     

         20 金の袋を持って行きました。満月のころに帰って来るでしょう」と。

         21 彼女は心動かすことばで彼を誘惑し、滑らかな唇で彼をいざなう。

         22 彼はただちに、彼女の後について行く。牛が屠り場に引かれて行くように、

              足かせが愚か者を懲らしめているかのように。

         23 最後は矢が彼の肝を射抜く。それは、自分のいのちがかかっているのを知らずに、

              鳥が罠に飛び込むようなものだ。
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  十字架に向かって   
 

　　

        「私が家の窓から、格子窓から見下ろして、浅はかな者たちを見ていると、

　　　  若者たちのうちに、良識のない一人の若い者がいるのに気づいた。

 　　    彼は、女の家への曲がり角近くの街路を通って、その家に至る道を進んで行った。

 　   　 それは、たそがれの、日の沈むころ、夜と暗闇の始まるころだった。」箴言 7：6-9

 

ここに記された「良識のない一人の若者」がイェシュアのことだと言ったら驚かれるでしょうか？

しかし、イェシュアは私たちのすべての罪をその身に引き受け「罪人の一人に数えられた」(イザヤ 53:12

新共同訳) と書かれています。

 

また「若者たち」と訳されたヘブル語は「ן נִים」ベーン」息子 の複数形 בֵּ ヴァーニーム」が使われて בָּ

おり、その「息子たち」の中に一人の若者がいるのに気づいたというのです。

つまり、その一人の息子とは、神の独り子イェシュアを指していると読むことができます。
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 「ささげ物として献げようとするのが子羊であるなら、それを【主】の前に連れて来る。

   そして、そのささげ物の頭に手を置き、それを会見の天幕の前で屠る。

   アロンの子らは、その血を祭壇の側面に振りかける。」　レビ記 3：7-8

 

旧約の時代、幕屋でささげ物を献げる時、まず献げる人がささげ物の動物の頭に手を置き、自分の罪を

その動物に転嫁します。そしてその動物を身代わりとして屠り、祭司がその血を祭壇に振りかけました。

 

弟子たちと最後の晩餐の食事をされた時、イェシュアは彼らと新しい契約を結び、ご自分のからだと血潮

を象徴する、パンとぶどう酒を彼らに渡されました。弟子たちがそれを受け取った時、彼らの罪が

イェシュアの上に移され、イェシュアは屠られる「いけにえの子羊」となられたのです。

 

食事の後、イェシュアは語られました。「さあ、ここから行くのです。」（ ヨハネ14:31）この言葉は、

「いけにえの子羊」となられたイェシュアが、屠り場へと向かって進んで行かれることを意味しています。

「それは、たそがれの、日の沈むころ、夜と暗闇の始まるころだった。」　とあります。

この時がまさに、過ぎ越しのいけにえをささげる時刻であり、以下の箇所に相当します。
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「ただ、あなたの神、【主】が御名を住まわせるために選ばれるその場所で、夕方、日の沈むころ、

   あなたがエジプトから出た時刻に、過越のいけにえを屠らなければならない。」　申命記 16:6 

 

「立ちなさい。さあ、行こう。見なさい。わたしを裏切る者が近くに来ています。」 マタイ 26:46 

 

イェシュアはこう言われ、自ら進んでご自分の身をサタンの手に引き渡されたのです。

 

また、「格子窓から見下ろして」とありますが、この「見下ろす」のヘブル語は「ף קַ שָׁ  シャーカフ」で、

その初出は次の箇所です。

 

「その人たちは、そこから立ち上がって、ソドムの方を見下ろした。アブラハムは彼らを見送りに、

   彼らと一緒に行った。」　創世記 18:16

 

これは、アブラハムの前に３人の人が現れた時に、アブラハムが彼らをもてなした出来事の後の記述です。

ソドムの罪が満ちたために、主ご自身が天から降りて来られ、裁きを下すためにソドムを「見下ろした」

ことがここに書かれています。
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つまりこの「見下ろす」という言葉は、神が裁きを下されることが背景にあり、この若者が今まさに神に

裁かれるために、サタンの手に渡される情景がここに描かれているのです。

 

 「彼は、女の家への曲がり角近くの街路を通って、その家に至る道を進んで行った。」とあります。

「女」とはサタンのことで、「女の家」とはサタンが支配する「死の世界」「よみの世界」のことです。

「女の家への曲がり角」は意訳で、原語では「女の角」です。「女の角」とはこの後の節に出て来ますが、

女が待ち構えている街角を指し、イェシュアはその女のいる場所に向かって、進んで行かれるのです。

 

「街路を通って」と書かれていますが、「通って」と訳された「ר בַ アーヴァル」は「渡る、横切る」と עָ

いう意味合いの言葉です。つまり、「街路に沿って進んで行った」のではなく、

「街路を横切って(向こう側へ渡って)進んで行った」という意味です。

この「ר בַ י」アーヴァル」は、ヘブル人 עָ רִ בְ י」、イヴリー」の語源でもあり עִ רִ בְ イヴリー」は עִ

「川を渡って来る者」、つまり「川を越えてこちら岸へと渡って来る者」という意味を持ちます。

これは「人間の世界」から、「神の世界」へと渡って来ることを意味してます。

つまり、ヘブル人は神に聖別された民であり、「王なる祭司」としてこの世から取り分けられ、

神の所有とされた人々であることが、その名前に表されています。
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 また、「וּק 。シューク 街路」とは「商店街」とも訳され、罪の世界であるこの世の象徴です שׁ

イェシュアがこの「街路」を渡るとは、先程の「イヴリー」とは逆に、「神の世界」から「人の世界」へ

と渡って行くことを示しており、すなわちそれは、ご自分をサタンの手に渡すために罪人となられること

を表しています。

イェシュアはご自分が、罪と死に縛られた「人間の世界」に渡ることを通して、その世界にいた人々を

「神の世界」「神の御国」へと渡らせ、連れ戻してくださったのです。

「その女の家はよみへの道」とこの後の節にあるように、イェシュアは罪人が行くべき場所、よみへの道

へと進んで行かれたのでした。

  捕 縛  

イェシュアを十字架につけたのは、当時の宗教指導者たちです。

その頃のユダヤ教は、律法主義や形式を重んじる神殿ユダヤ教によって、いのちを持たない宗教体系

ストイケイアの中にありました。

彼らが神の律法トーラーを善悪の知識の木として、つまり形式において守ろうとしたため、イスラエルは

実質が伴わない「 実のならない いちじくの木 」となってしまっていたのです。
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イェシュアによってその事を糾弾された彼らは、イェシュアを憎みイェシュアを殺そうと企んでいました。

特にイェシュアが批判したのはパリサイ人の偽善であり、「あなたがたの父はサタンです。」とまで

言われたのです。

事実、彼らはサタンの手下として利用され、イェシュアを捕らえて十字架につけるのです。

 

      「すると、遊女の装いをして、本心を隠したある女が彼を迎えた。

         この女は騒がしく、頑なで、その足は自分の家にとどまらず、

         あるときは通りに、あるときは広場にいて、あちこちの角のところで待ち構えていた。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　箴言 7：10-12

 

ここに登場する「ある女」とは、サタンの手下パリサイ人のことで、「遊女の装い」「本心を隠した」

という表現は彼らの偽善を象徴しています。彼らについてイェシュアは次のように語っています。

 

「また、祈るとき偽善者たちのようであってはいけません。彼らは人々に見えるように、

　会堂や大通りの角に立って祈るのが好きだからです。」　マタイ 6：5
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 「 わざわいだ、パリサイ人。おまえたちは会堂の上席や、広場であいさつされることが好きだ。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルカ11:43

 彼らは自分の家であるはずの「宮」で祈らず、人に見せようとして「広場」や「通りの角」に立って

大きな声で祈り、そのパフォーマンスによって騒がしくラッパを吹き鳴らしました。

しかし、イェシュアの語られることばには決して耳を貸さず、頑なに心を閉ざしたのです。

これらのことが、「この女は騒がしく、頑なで、その足は自分の家にとどまらず、」という表現に表され

ています。

　　「この女は彼を捕まえて口づけし、臆面もなく彼に言う。

      「交わりのいけにえを献げなければならないので、

　　   私は今日、自分の誓願を果たしました。

 　　  それで私はあなたに会いに出て来ました。あなたを捜し求めて、やっと見つけました。

 　　  私は長椅子に敷き物を、あや織りのエジプトの亜麻布を敷き、

 　　  寝床を没薬、アロエ、シナモンで香らせました。

 　　  さあ、私たちは朝まで愛に酔いしれ、愛の喜びを互いに味わいましょう。」」箴言 7：1 ３-18
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 イェシュアはパリサイ人や律法学者たちによって捕らえられましたが、彼らにイェシュアを売り渡し、

その手先となったのがイスカリオテのユダです。

ユダは口づけをもってイェシュアを裏切り、イェシュアを捕らえさせたのです。

 

「イエスを裏切ろうとしていた者は、彼らと合図を決め、「私が口づけをするのが、その人だ。

   その人を 捕まえて、しっかりと引いて行くのだ」と言っておいた。

   ユダはやって来るとすぐ、イエスに近づき、「先生」と言って口づけした。」　マルコ 14：44-45

  葬 り   
 

こうしてイェシュアは、いけにえとして屠られるために連れて行かれるのです。

女は言います。「交わりのいけにえを献げなければならないので、あなたに会いに来ました。」と。

交わりのいけにえは、神に対して誓願を立て、それを成し遂げた時にささげられます。

いけにえの動物を屠って神に献げた後で、そのいけにえの肉の一部を持ち帰り、それを食べて神との和解

を喜ぶためのものです。

この女は、自分が立てた誓願を果したので、ささげるべきいけにえを手に入れようと探していたと言うの

です。そこへ、この若者が絶好のタイミングでやって来たのです。

12



イェシュアは十字架上で５つのいけにえを献げられました。

全焼のいけにえ、穀物のささげ物、交わりのいけにえ、罪のきよめのささげ物、代償のささげ物 です。

ここでは、神との和解の象徴としての「交わりのいけにえ」が強調されて語られています。

女はこのいけにえを献げるために、イェシュアを自分の手の中に捕らえ、今まさに屠ろうとしてるのです。

「長椅子」は「寝床」と同義で「死の床」を意味します。この寝床に敷かれた「あや織りのエジプトの

亜麻布」そして、寝床に香らせた「没薬、アロエ、シナモン」は次の箇所に表されています。

「前に、夜イエスのところに来たニコデモも、没薬とアロエを混ぜ合わせたものをおよそ三十キログラム

   ばかり持って、やって来た。そこで、彼らはイエスのからだを取り、ユダヤ人の埋葬の習慣に従って、

   それを香料といっしょに亜麻布で巻いた。」　ヨハネ19：39-40 (新改訳第３版)

 

これは十字架で死なれたイェシュアの埋葬の記述です。イェシュアの亡骸を葬るために、「没薬」と

「アロエ」が用意され、遺体を包むために「亜麻布」が使われました。

次の詩篇にもこの３つの香料が記されています。
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「あなたの服はみな 没薬 アロエ シナモン の香りを放ち、

   象牙の宮殿に流れる弦の調べは あなたを喜ばせた。」  詩篇 45:8

 

「没薬」と「シナモン」は埋葬の象徴、「アロエ」は受難を表します。

これらの香料は、地上でのイェシュアの働きを象徴しています。

「メシアは必ず苦しみを受ける」との預言が成就するために、イェシュアは多くの苦しみの後で、十字架

によって死なれ、埋葬されました。

そして「完了した」「成し遂げられた」と語って息を引き取られたのです。

それは地上において、イェシュアのメシアとして働きがすべて成し遂げられたことを意味しています。

  よみへの道  
 

「さあ、私たちは朝まで愛に酔いしれ、愛の喜びを互いに味わいましょう。」

 サタンの手下パリサイ人によって捕らえられたイェシュアは、サタンによってよみへと連れて行かれます。

よみというサタンの支配の中に閉じ込められることを、ここではサタンと愛し合うと表現しています。

しかし、それは「朝まで」の期限付きです。　その朝とはイェシュアの「復活の朝」のことです。
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      「夫は遠くへ旅に出ていて、家にはいませんから。

         金の袋を持って行きました。満月のころに帰って来るでしょう」と。」箴言 7：19-20

 

この箇所は、女の言葉として訳されていますが、これを挿入句として解釈します。

夫と訳されたヘブル語は「 ישׁ אִ 。ハーイーシュ」で、「その人」つまりイェシュアのことを言っています הָ

なぜなら、それ以降の内容がイェシュアを証しているからです。

 

「わたしが自分の父の家にいるのは当然であることを、ご存じなかったのですか。」(ルカ2：49)

とあるように、イェシュアは生まれた時から、常に霊を通して父との親密な交わりを持ち、いつも

「父の家」におられました。

しかしこの時、罪人となってサタンの手に渡されたイェシュアからは、聖霊が去り、父との交わりが完全

に断たれた状態にありました。そのことが 「家にはいませんから」 と言い表され、

「遠くへ旅に出ていて」 とは、この地上から絶たれ、遠いよみの世界へ行かれたことを表しています。
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 次に、 「金の袋を持って行きました」 とあります。

聖書本文に「かねのふくろ」と読み仮名がついているように、この「金」とは「お金」のことです。

実は「金」と訳されたヘブル語は「ף כֶּסֶ  ケセフ」で「銀」を意味します。

当時のユダヤ社会の通貨は「銀」であったために、この「ף כֶּסֶ  ケセフ」を「金(かね)」と訳したのです。

モーセの幕屋の中に「銀」が使われている場所があります。

それは幕屋を支えるための立板の台座の部分です。

この「銀」は贖いの代価を表し、イェシュアの死が罪人を贖うための代価であったことが、

ここに表されています。

また、「袋」と訳された「רוֹר ר」、ツェロール」の語源は צְ רַ ツァーラル」で צָ

「苦しめる、産みの苦しみをする 」という意味を持ちます。

このことから「金の袋」は「贖いの代価としての苦しみ」を意味し、イェシュアは罪人にいのちを与える

ために、その代価としての「産みの苦しみ」を持ってよみへと行ったと解釈できます。

16



「一粒の麦は、地に落ちて死ななければ、一粒のままです。しかし、死ぬなら、豊かな実を結びます。」

　(ヨハネ12：24)　とあるように、イェシュアは一粒の麦となって十字架で死に、復活と新創造によって

多くの実を産み出したのです。

 

さて、ユダヤの例祭は月齢によって定められています。

 

「神は仰せられた。「光る物が天の大空にあれ。昼と夜を分けよ。定められた時々のため、

   日と年のためのしるしとなれ。」」  創世記 1:14

 

「定められた時々」は、ヘブル語の「ד עֵ 。モーエード」でユダヤ人の例祭のことです מוֹ

神が二つの光る物を天に置かれた目的は、昼と夜を分けて例祭のしるしとするためでした。

 

ユダヤ暦は月の満ち欠けによって１か月が定められ、例祭の日が決められています。

ニサンの月と呼ばれる１月の１４日から過越の祭が始まり、イェシュアはその祭で子羊が屠られる時刻に

十字架で死なれたのです。
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ユダヤ暦ではその過越の祭の最初の夜は必ず満月になります。その満月の時にイェシュアはよみへと

下られました。

 ここでは、「金の袋を持って行きました。満月のころに帰って来るでしょう」と訳されていますが、

「満月のころに」の部分は、「持って行きました」につなげて訳すことが可能です。

つまり「満月の日に、金の袋を持って行きました。やがて帰って来るでしょう。」となります。

そして「帰って来る」とは、もちろん復活のことです。

  偽りの証言  

 

      「彼女は心動かすことばで彼を誘惑し、滑らかな唇で彼をいざなう。

         彼はただちに、彼女の後について行く。

         牛が屠り場に引かれて行くように、足かせが愚か者を懲らしめているかのように。

         最後は矢が彼の肝を射抜く。

         それは、自分のいのちがかかっているのを知らずに、鳥が罠に飛び込むようなものだ。」

                                                                                                                    箴言 7：21-23
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「心動かすことば」「滑らかな唇」をもって、女は若者を罪へと誘惑します。そして若者はその誘惑に

身を委ねるのです。

 

「そのころパリサイ人たちは出て来て、どのようにしてイエスをことばの罠にかけようかと相談した。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マタイ 22:15

かつてパリサイ人たちは、イェシュアを言葉の罠にかけ、犯罪人として訴える口実を作ろうと、

度々悪意ある質問を持ってイェシュアに詰め寄りました。

しかし、彼らの策略は、イェシュアの知恵ある言葉によって封じ込められてしまいます。

ところが、罪人となられ彼らの手に渡されたイェシュアは、彼らが訴える偽りの訴えに対して口を開かず、

「鳥が罠に飛び込むように」彼らの言葉の罠に自ら落ちたのです。  以下のように書かれています。

 

「しかし、祭司長たちや長老たちが訴えている間は、何もお答えにならなかった。

   そのとき、ピラトはイエスに言った。

「あんなにも、あなたに不利な証言をしているのが聞こえないのか。」　それでもイエスは、どのような

   訴えに対しても一言もお答えにならなかった。それには総督も非常に驚いた。」　マタイ 27:12-14
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イェシュアはパリサイ人たちの罪状を黙って受け入れ、屠り場へと引かれて行きます。

 次の箇所に書かれている通りです。

 

「彼は痛めつけられ、苦しんだ。だが、口を開かない。屠り場に引かれて行く羊のように、毛を刈る者の

　前で黙っている雌羊のように、彼は口を開かない。」　イザヤ 53：7

 

また、「足かせが愚か者を懲らしめているかのように。」とあります。

この足かせ「כֶס エヘス」という言葉は、囚人を拘束するための足かせではなく、女性が足首に付ける עֶ

鈴のついた飾りのことです。次の箇所にそれが動詞として使われています。

 

「主は言われた。「シオンの娘たちは高ぶり、首を伸ばし、色目を使って歩き、足に鈴を鳴らしながら

   小股で歩く。」」　イザヤ 3：16

 

これはイスラエルの民が高ぶり、偶像崇拝を行っていることを語っています。

神の妻でありながら、他の男性に関心を寄せて姦淫の罪を犯していることを表現しているのです。
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「足に鈴を鳴らしながら」とありますが、シオンの娘たちは「鈴の付いた足の飾り」をリンリンと鳴らし

て、姦淫の相手すなわち偶像を求めているのです。

箴言のこの箇所では、女が「足の飾り」を用いてこの若者を誘惑しています。

ここでの「足の飾り」「足かせ」とは、この女の誘惑のことばであり、「パリサイ人の言葉の罠」のこと

です。パリサイ人の偽りの訴えが、言葉の罠となってイェシュアを捕らえ、イェシュアを十字架で懲らし

める「足かせ」となるのです。

そのようなことが、箴言のこの表現の中には、ほのめかされているのです。

 

こうして、すべての人の罪をそに身に負い、罪人の一人に数えられたイェシュアは、父に見捨てられ、

サタンの手に落ちて、よみへと下って行かれました。

「最後は、矢が彼の肝を射抜く」と箴言にある通り、息を引き取ったイェシュアに一人の兵士が近寄り、

脇腹を槍で突き刺したことが以下に記されています。

 

「しかし兵士の一人は、イエスの脇腹を槍で突き刺した。すると、すぐに血と水が出て来た。」

                                                                                                                            ヨハネ19:34
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 イェシュアが最後に言い残した言葉は「完了した」でした。

神の御子であられたイェシュアが、しもべの姿を取って来られ、十字架の死に至るまで父の御心に従順に

従われました。イェシュアが願ったことは、ただ父の御心が成し遂げられることでした。

「彼を懲らしめて病を負わせることは主の御心であった」(イザヤ 53：10) とある通りです。

それゆえ、イェシュアは「自分のたましいの激しい苦しみのあとを見て、満足された」(イザヤ 53：11)

のでした。

  ベアハリート  

サタンの手に渡され、朝までサタンと愛に酔いしれたイェシュアは、朝の訪れとともにサタンの拘束を

打ち破り、新しい命に復活されます。

それは復活の初穂であり、バプテスマによってキリストにつくすべての人々をともによみがえらせるため

でした。この時イェシュアは死に勝利し、彼らを御国の民として受け取ったのです。

「それゆえ、わたしは多くの人を彼に分け与え、彼は強者たちを戦勝品として分かち取る。

   彼が自分のいのちを死に明け渡し、背いた者たちとともに数えられたからである。

   彼は多くの人の罪を負い、背いた者たちのために、とりなしをする。」　イザヤ 53：12
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 この箴言７章の冒頭にはこうあります。

        わが子よ。私のことばを守り、私の命令をあなたのうちに蓄えよ。

        私の命令を守って生きよ。

        私の教えを、自分の瞳のように守れ。それを自分の指に結び、心の板に書き記せ。

        知恵に向かって「あなたは妹だ」と言い、英知に向かって「身内」と呼べ。

        自分をよその女から守り、ことばの滑らかな、見知らぬ女から守るために。  (箴言 7:1-5 )　

 

これは父からの戒めの言葉です。

「 わたしの命令を守って生きよ。わたしの教えを心の板に書き記せ。」 と語られています。

 

この冒頭の言葉に続いて書かれているのが、今回のイェシュアの贖いの物語です。

この戒めのことばは、イェシュアの贖いを通して信じる者の内になされる、新創造を前提に命じられて

います。

イェシュアが罪の贖いを成し遂げられたことによって、信じる者の内に聖霊が宿り、父の御心を心の板に

書き記してくださるのです。
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「知恵」である「イェシュアの御霊」に向かって「あなたは妹だ」と言い、「身内」と呼んで、その導き

に従うなら、自分をよその女、見知らぬ女であるサタンから守ることができるというのです。

 また、箴言７章は、次のみ言葉によって締め括られています。

       

      「子たちよ。今、私に聞き従い、注意して私の口のことばを聞け。

         彼女の道に、心がそれて行ってはならない。

         その通り道に迷い込んではならない。この女は多くの者を切り倒し、殺された者は数えきれない。

         その女の家はよみへの道。死の部屋に下って行く。」  箴言 7：24-27

 

私たちが父のことばを聞き、父の御心に従うことが出来るように、神の御子イェシュアがよみへの道に

進まれ、死の部屋へと下って行ってくださったのです。

それは、この女によって切り倒され、殺された多くの人々を、その女の手から取り戻すためでした。

今、信じる者の内のおられる聖霊によって、私たちはこの戒めのことばに聞き従うものへと造り変えられ

ています。
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「あなたがたは、聖書の中に永遠のいのちがあると思って、聖書を調べています。

   その聖書は、わたしについて証ししているものです。」　 ヨハネ5：39　とあります。

この箴言の物語をイェシュアによる贖いの話として受け取るなら、

 箴言７章全体が福音となり、永遠のいのちを得させるメッセージとなるのです。

   三一の神の霊が、私たちの霊とともにあります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2026.6.3   火曜AC　泉　 直
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